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障害者が自ら行う
地域活動日数

180
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周りの田園風景との境界を意識しないよう、大型のガラス窓をたくさん使用した。ここを利用する障がい者の地域活動が屋内
に留まらず屋外、地域に広がるようにとイメージしている。また周りとの境界を意識しないことは、障がい者と健常者の境界に
重ねており、障がいの有無を超えた交流拠点の場となるよう願いを込めた。
これまで社会福祉法人カリヨンが建てた建築物（ポップなカラーリング）とはイメージを一新させ、落ち着いた色合いの木造とす
ることで、公共性をもたせた。また学びの場としての木工作業、職人育成を目的としているため、建物内の梁をあえて露出さ
せ、木の雰囲気、ぬくもりを感じるように設計している。

利用状況

パソコンを使用し、インターネットを楽しむ。不定期であるが、3名の方が利用している。
木工作業でスプーンやフォークを製作する。ほぼ毎日実施し、2名が参加した。
仮面ライダーファンの集い（共通の趣味を持つ人たちが集まり、交流し、楽しむ）46名の参加があった。
上記、それぞれ当初計画の「働く・学ぶ・楽しむ」ことを実践できている。パソコン利用では、ビジネス文書が作成できるよう、文例
を模倣して学んだり、イベントのチラシを作成したりした。木工作業では、まずは手づくりの楽しさを体感してもらえるよう、各自の
ペースで取り組んでもらった。仮面ライダーのイベントでは、自らもクイズや変身する衣装を製作し、活動することができた。運営
に関しては、職員の力が大きかったため、徐々に障がい者自らも運営に携われるように継続して支援してきたい。

・広くて明るい。
・パソコンがいっぱいあって、好きな時に使えるからうれしい。
・（休憩コーナーが玄関から丸見えのため）見られてるようで恥ずかしい。
・外の景色がいい。

利用者等の声

「障害者が自ら
行う地域活動」
について

年月

平成27年10月

平成27年11月

平成27年12月

平成28年1月

地域活動支援センター
延べ利用者数（人）

127

169

障害者地域活動拠点施設

社会福祉法人　カリヨン

キャンパスれもん

徳島県名西郡石井町高川原字市楽５０１－１

地域活動センター
の稼働日数

14

18

http://ringring-keirin.jp/shinsei/document/list/koueki/h26/pdf/26-2-037.pdf

